
 

実
践
女
子
大
学
蔵
『
今
昔
物
語
集
』
に
つ
い
て 

  

こ
こ
に
公
開
す
る
作
品
は
、
黒
川
家
旧
蔵
に
し
て
、
現
在
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
の
所
蔵
に
な
る
二
十
六
冊
本
『
今
昔
物 

語
集
』
で
あ
る
。
本
書
は
、
一
冊
を
一
巻
に
当
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
諸
本
が
共
通
し
て
欠
く
巻
八
・
十
八
・
二
十
一
の
三
巻

以
外
に
巻
二
十
三
と
巻
三
十
一
を
欠
く
も
の
の
、
巻
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
九
・
十
・
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十

四
・
十
五
・
十
六
・
十
七
・
十
九
・
二
十
・
二
十
二
・
二
十
四
・
二
十
五
・
二
十
六
・
二
十
七
・
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
の

二
六
巻
が
現
存
す
る
。
現
存
巻
数
に
限
っ
て
言
う
な
ら
、
国
宝
鈴
鹿
本
（
現
在
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）
を
祖
本
に
仰
ぐ
諸

伝
本
中
、
古
本
系
と
称
さ
れ
る
重
要
伝
本
の
中
で
も
、
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
本
と
並
ん
で
最
も
多
い
。 

本
書
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
夙
に
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
や
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
『
今
昔
物
語
集 

に
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
先
学
の
驥
尾
に
付
し
な
が
ら
些
か
の
知
見
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
紙
型
は
大
型
の
冊
子
本
で
、

江
戸
時
代
後
期
（
も
し
く
は
末
期
）
に
竹
紙
を
料
紙
に
書
写
さ
れ
た
。
寸
法
は
概
ね
縦
二
十
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十

六
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
行
数
は
次
の
三
種
に
分
か
れ
る
。 

八
行 

 
 

巻
十
一
・
二
十
四
・
二
十
六 

 
 

（
計
三
巻
） 

九
行 

 
 

 
 

巻
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
九
・
十
・
十
二
・
十
三
・
十
四
・
十
五
・
十
六
・
十
七
・
十
九
・ 

二
十
・
二
十
二
・
二
十
七 

 
 

 

（
計
十
九
巻
） 

十
一
行 

 

巻
二
十
五
・
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十 

 

（
計
四
巻
） 

右
の
内
、
九
行
本
の
十
九
巻
が
古
本
系
に
属
し
、
他
は
全
て
流
布
本
と
な
る
。
文
体
は
、
九
行
本
が
漢
字
を
大
書
し
片
仮
名 

を
小
書
す
る
い
わ
ゆ
る
宣
命
体
、
他
は
通
常
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
体
で
あ
る
。
一
行
の
字
数
は
八
行
本
が
十
七
字
な
の
に

対
し
、
十
一
行
本
は
二
十
～
二
十
五
字
と
振
幅
が
大
き
い
。
巻
二
十
九
の
如
く
に
二
十
三
字
で
一
貫
し
よ
う
と
す
る
巻
も
あ
れ

ば
、
巻
二
十
五
は
二
十
四
字
前
後
で
書
き
始
め
な
が
ら
次
第
に
字
数
を
減
じ
、
巻
末
は
二
十
～
二
十
一
字
が
一
般
と
な
る
よ
う

に
字
配
り
が
一
定
し
な
い
。
九
行
本
は
宣
命
体
の
特
質
上
字
数
を
確
定
し
に
く
い
が
、
漢
字
相
当
に
し
て
一
行
約
二
十
字
、
仮

名
交
じ
り
で
な
ら
都
合
三
十
字
程
度
に
な
ろ
う
か
。
こ
れ
も
巻
に
よ
っ
て
若
干
異
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
書
体
は
時

に
楷
書
体
を
交
え
な
が
ら
、
全
体
的
に
は
行
書
体
と
す
べ
く
、
書
体
に
関
し
て
は
古
本
系
と
流
布
本
系
に
よ
る
有
意
差
は
認
め

ら
れ
な
い
。 

各
巻
と
も
表
紙
右
上
に
「
物
語
」
の
円
印
が
あ
り
、
左
端
に
「
今
昔
物
語
」
（
但
し
目
録
部
に
お
い
て
は
「
今
昔
物
語
集
」 

と
統
一
）
、
そ
の
下
に
巻
を
表
す
漢
数
字
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
目
録
の
右
下
に
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
の

長
方
形
朱
印
と
「
黒
川
真
頼
」
の
円
朱
印
が
押
し
て
あ
る
。
表
紙
に
「
昌
平
御
庫
本
校
合
」
「
狩
谷
棭
斎
校
合
」
「
鈴
木
安
覚

本
校
合
」
と
あ
り
、
本
文
中
に
朱
で
そ
れ
ぞ
れ
「
東
」
「
棭
」
「
木
」
と
し
て
校
合
し
た
部
分
が
あ
る
が
、
後
に
な
る
と
、
み

な
「
イ
」
と
し
て
校
合
を
示
す
の
み
で
、
校
合
本
は
い
ず
れ
も
流
布
本
と
い
う
。 

 

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
二
十
六
冊
本
『
今
昔
物
語
集
』
は
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
十
五
冊
本
『
今
昔
物
語
集
』
（
日 

本
古
典
文
学
大
系
に
言
う
東
大
甲
本
）
と
並
ん
で
、
鈴
鹿
本
に
次
ぐ
善
本
で
あ
る
。
既
に
鈴
鹿
本
と
東
大
甲
本
と
が
影
印
複
製

さ
れ
或
い
は
刊
行
中
の
現
在
、
本
書
が
全
巻
世
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
要
三
本
の
比
較
対
照
が
容
易
に
な
り
、
今
後

の
『
今
昔
物
語
集
』
研
究
に
極
め
て
有
益
な
る
こ
と
、
信
じ
て
疑
う
も
の
で
は
な
い
。 


